


























































































































































































































































	 	 　　　（２）2016年度ＦＤ推進センターの体制について（メンバー所属の変更）	 	
	 	 　　　　　（報告）





























































































































































































第１回： ５月27日 （金） 「学生による授業改善アンケート」に関する検討
第２回： ６月15日 （水）  「グローバル化に伴う授業の多様化」に関した大人数授におけるアクティ
ブ・ラーニングの実施状況確認
第３回： ６月24日 （金）  「グローバル化に伴う授業の多様化」に関した実践知教育の実践例調査・
検討および今後の方向性の検討
第４回： ７月15日 （金）  法政ブランディングプロジェクトからの大規模授業実践例の情報提供と
今後の提携に関する検討
第５回： 10月10日 （月） 「学びの質向上」に向けたマトリクス作成のためのデータ集約方針の検討
第６回： 10月27日 （木）  「学びの質向上」に向けたマトリクス作成に向けた情報の集約とマトリク
スに含める項目の検討
第７回： 11月24日 （木） 「学びの質向上」に向けたマトリクスに含める項目の選定
第８回： 12月14日 （水） 「学びの質向上」に向けたマトリクスに含める項目の決定と原案の作成
第９回： ２月１日 （水）  「学びの質向上」に向けたマトリクス作成に向けた基礎データの評価およ
び項目ごとの評価基準の検討
第10回： ２月22日 （水） 「学びの質向上」に向けたマトリクスの各項目における評価基準の検討
































 春学期：回答率 8.3%（回答件数 24、254 件／回答対象件数 292、718 件）
 秋学期：回答率 8.5%（回答件数 23、066 件／回答対象件数 272、485 件）
 ＜参考：2015年度＞
 春学期：回答率 9.7%（回答件数 25、307 件／回答対象件数 261、957 件）
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　JPFF：Japan Private Universities ＦＤ Coalition Forum
　・日時　2016年６月５日（日）13：00 〜 17：00（予定）
　・場所　立命館大学大阪いばらきキャンパス






































































　JPFF：Japan Private Universities ＦＤ Coalition Forum
　・日時　2016年6月5日（日）13：00 〜 17：00
　・場所　立命館大学大阪いばらきキャンパス


















































































































































日 時： 年 月 日 土 時 分～ 時 分

















備 考：各学部の作業を行う学科 あるいはコース ・専攻を事前に講師に伝え
























日時 ： 年 月 日（金） ： ～ ：





＜問合せ先＞法政大学 教育開発支援機構 ＦＤ推進センター 〒 東京都千代田区富士見
【 】 【 】 【 】
学務部所属の職員以外で申込を希望する方は、以下の にアクセスし、指定の申込フォームにてお申込みください。
なお、職員の方につきましては、お申込み前に必ず所属長の許可を得てから、お申込みください。


















◆全員参加によるグループワーク（ ： ～１ ： ）
「大学職員によるバーチャル教学改革提案 こうしたら法政大学は発展する 」
◆発表・講評（ ： ～ ： ）



























  ープログラムー 
 
 ◇ 開会の挨拶（13:30～13:35） 教育開発支援機構長 中釜 浩一 
 
 ◇ 基調講演（13:35～14:05) 
  
   「法政大学におけるグローバル化と 
    オンライン教育についてーHOSEI2030 の観点からー」 
                            
     法政大学総長  田中 優子             
               
 ◇ 話題提供１（14:05～14:35） 
 
    「アジアを中心としたオンライン教育のグローバル化」 
 
      一般社団法人日本オープンオンライン教育推進協議会（ＪＭＯＯＣ） 
      常務理事・事務局長 明治大学学長特任補佐      福原 美三 氏 
                     
 ◇ 話題提供２（14:35～15:05） 
 
 「高等教育の国際動向と我が国の政策について」  
 文部科学省 高等教育局 大学振興課 大学改革推進室  




 ◇ 話題提供３（15:05～15:35） 
 
    「法政大学理工系教育におけるグローバル化の現状と展望」 
 
     法政大学副学長 理工学部教授     八名 和夫  
 
 
 ———— 休憩（15:35～15:45）———— 
 
 ◇ 質疑応答（15:45～16:10） 
 
 
   ◇ 閉会挨拶 （16:10～16:15）  FD推進センター長 小林 一行 
情報交換会 （16:30～17:30）  
 
     富士見坂校舎B1F食堂にて、1時間ほど情報交換会を行います。 (会費1,000円) 
     お誘いあわせのうえ、ぜひご参加下さい。 
<問い合わせ先> 法政大学 教育開発支援機構ＦＤ推進センター  















■会場   
  法政大学 市ヶ谷キャンパス 
   ボアソナード・タワー３Ｆ  











＜問い合わせ先＞ 法政大学 教育開発支援機構FD推進センター 
 
 〒102-8160 東京都千代田区富士見２－１７－１  
 





   で使用いたしません。













  芝浦工業大学 教育イノベーション推進センター 
  工学部 教授 榊原 暢久氏 
 
 組織的ＦＤプログラムにおける学生関与の可能性 
  ～ＳＣＯＴについて知ろう！  
 
 ◆発表（16：20～17：00）  
 
 ◆閉会挨拶（17：00～17：05）  
 
※ワークショップ終了後（１７：１５～）ボアソナード・タワー２５階Ｂ会議室にて  
  １時間ほど情報交換会を行います。 
 ＜情報交換会にご出席される方は、会費1,000円（学生は無料）となります。＞  
プログラム 
※受付開始 １３：３０～ 
ボアソナード・タワー ３Ｆ
ピア・ラーニング・スペース
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〈ＦＤ広報プロジェクト〉
Ⅰ　2016年度活動目的と活動計画（2015年5月16日のアドバイザリー・ボード会議で報告された内容）
１．活動目的
　・ ＦＤ活動とその意義について、学内での認知度を高める。
　・ 学生に対して、学習支援関連の情報を提供するとともに、コンクールを通じてＦＤに対する
関心を喚起する。
　・教員に対して、授業改善に役立つ情報や資料を提供する。
２．活動計画
　・ＦＤ学生の声コンクールの実施
　・学習支援ハンドブックの編集、活用事例の収集、告知等
　・ＦＤ広報活動の充実化
３．プロジェクト・メンバー
　細井保（法学部）、小原丈明（文学部）、坂上学（経営学部）、川口悠子（理工学部）、小屋多恵子
（理工学部）、細川由佳（教育支援課）、竹口圭輔（経済学部）
４．プロジェクト・メンバー会議
　プロジェクト・ミーティングは全９回（4/28、5/27、6/23、7/28、10/6、11/10、12/8、1/19、
1/30）実施し、本年度もほぼ計画通りに活動を行うことができた。
Ⅱ　2016年度活動実績（報告）
１．ＦＤ学生の声コンクール・ＦＤ川柳
　⑴テーマ・キーワード：「教室」and/or「出会い」
　⑵ＦＤ川柳の新設
　　  応募作品数の減少や、韻文作品から受賞作が出なくなってきている傾向を踏まえ、「ＦＤ川柳」
を新設した。また、「ＦＤ川柳」へは教職員による応募も認めた。
　⑶応募結果
　　 応募総数は声コン30件、川柳136件の計166件（昨年度は53件）
　⑷審査結果
　　  最優秀賞２作（文学部、理工学研究科）、優秀賞２作（文学部、国際文化学部）、佳作３作（
文学部、国際文化学部、現代福祉学部）、えこぴょん賞10作９名、ＦＤ川柳大賞３句（法学部
、文学部、人間環境学部）、ＦＤ川柳入選17句14名
　⑸えこぴょん賞の新設
　　  予算の範囲内で優秀な作品を少しでも多く表彰するために新設。本学のマスコットキャラクター
である「えこぴょん」のグッズを授与。
　⑹授賞式・座談会
　　  12月24日（土）に実施した。受賞作品と座談会の様子は新聞形式で３月末に発行。
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　⑺次回テーマ
　　  2017年度（第９回）声コンのテーマ・キーワードは、「時間」and/or「可能性」。今年度と同
様に、３月末に発行する声コン新聞に掲載し、学生向けに早めに周知する。
　⑻声コン新聞
　　  業者変更に伴ってレイアウトの見直しを行い、タブロイド判８ページ・16,000部から４ペー
ジ・15,000部に変更し、コスト削減に努めた。
２．学習支援ハンドブック2017
　⑴基本形式・発行部数
　　  業者変更に伴い、2017年度版ではデザインが大幅に変更される。発行部数は2016年度版と同
じ11,000部。ただし、内容の見直しを進めることでページ数を減らし、コスト削減に努めた。
　⑵主要改訂箇所
　　 ・「校正記号」に関する項目の追加
　　 ・「ソフトウエア・ステーション」の紹介
　　 ・「オンライン・データベース」の項目追加とアップデート
　⑶今後の進行
　　 2017年４月１日刊行予定
３．ＦＤ広報活動
　⑴ＦＤ推進センターNewsletter
第16号（６月１日）
学生による授業モニター制度の案内、2015年度授業相互参観の実施
報告書の内容紹介、2016年度ＦＤ推進センター主催イベントの紹介
第17号（７月28日）
新任教員ＦＤセミナーの紹介、2016年度春学期授業改善アンケート
の告知、アカデミック・サポートの案内、ＦＤ川柳の告知
第18号（11月４日）
ＦＤワークショップの開催報告、海外ＦＤ研修参加者へのインタ
ビュー①、ＦＤ学生の声コンクール・ＦＤ川柳の応募作品数速報
第19号（12月12日）
ＦＤ学生の声コンクール・ＦＤ川柳の受賞作品発表、海外ＦＤ研修
参加者へのインタビュー②
第20号（12月26日） ＦＤ学生の声コンクール・ＦＤ川柳の授賞式・座談会の報告
第21号（３月23日）
2017年度ＦＤ推進センターの取り組み紹介
教員ハンドブック、学習支援ハンドブック（学生むけ）、授業改善
アンケート、その他刊行物
⑵ＦＤ推進センターのHP改善
　 PDF版の「学習支援ハンドブック」へのアクセスの簡易化
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Ⅲ　次年度に向けた検討課題
　・「ＦＤ川柳」の定着、声コン・川柳における重複受賞の扱い
　・「学習支援ハンドブック」の活用
　・他プロジェクトとのさらなる連携（授業改善アンケートの変更等）
以上
